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「
移
住
相
談
が
で
き
る
お
泊
り
施
設
リ
ス
ト
」

掲
載
施
設

移
住
に
関
わ
る
相
談
が
で
き
る
宿
泊
・
滞

在
施
設
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
要
件

▽
市
内
の
宿
泊
・
滞
在
施
設
で
あ
る

▽
30
分
程
度
の
移
住
相
談
に
無
償
対
応
で

き
る

▽
市
の
用
意
す
る
移
住
に
関
わ
る
資
料
の

配
布
が
で
き
る

▽
市
が
実
施
す
る
「
移
住
相
談
に
関
わ
る

情
報
交
換
会
」
に
参
加
・
視
聴
が
で
き
る

（
開
催
日
は
別
途
案
内
）

申
詳
し
い
要
件
を
確
認
の
上
、４
月
12
日（
金
）

ま
で
に
市
Ｈホ

ー
ム
ペ
ー
ジＰの
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら

問
移
住
定
住
推
進
課

℡
71
・
２
０
８
１

第
10
回
記
念
信
州
安
曇
野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

沿
道
応
援
団
体

　
ラ
ン
ナ
ー
を
応
援
し
、
第
10
回
記
念
大
会

を
熱
く
盛
り
上
げ
る
皆
さ
ん
を
募
集
し
ま
す
。

日
６
月
２
日
（
日
）

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午
頃

場
コ
ー
ス
沿
道
各
所

内
▽
楽
器
の
演
奏
や
踊
り
に
よ
る
応
援
▽
書

画
な
ど
に
よ
る
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
掲
示　

な
ど
※
内
容
は
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

対
市
内
で
活
動
す
る
団
体

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
広
げ
よ
う
」
講
座

琉
球
朝
顔
オ
ー
シ
ャ
ン
ブ
ル
ー
で
作
る
、
緑

の
カ
ー
テ
ン
の
育
て
方
の
コ
ツ
を
学
び
ま
す
。

日
４
月
29
日
（
月
・
祝
）

　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
市
役
所
４
階
大
会
議
室

費
５
０
０
円（
朝
顔
苗
付
）　

定
60
人（
先
着
順
）

申
４
月
12
日
（
金
）・
13
日
（
土
）
の
午
前

９
時
～
午
後
５
時
に
あ
づ
み
野
風
土
舎
へ

電
話
で（
℡
82
・
４
５
４
２
）

問
環
境
課　

℡
71
・
２
４
９
２

あ
か
し
な
農
産
物
加
工
交
流
ひ
ろ
ば

「
え
べ
や
」
の
催
し

■
体
験
教
室
「
五
ケ
用
水
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

日
４
月
20
日
（
土
）
午
前
10
時
～
正
午

講
幅
え
り
さ
ん　
費
１
０
０
０
円

■
料
理
教
室
「
お
か
ら
を
使
っ
た
パ
ウ
ン
ド

ケ
ー
キ
」

日
４
月
24
日
（
水
）
午
前
10
時
～
正
午

講
え
べ
や
ス
タ
ッ
フ　
費
１
５
０
０
円

持
マ
ス
ク
、エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾

■
共
通
事
項

場
え
べ
や　
定
10
人
（
先
着
順
）

申
３
月
26
日
（
火
）
か
ら
「
え
べ
や
」
へ
電

話
で
（
℡
88
・
６
２
７
５　
月
曜
日
を
除

く
午
前
10
時
か
ら
正
午
）

他
子
ど
も
同
伴
可

問
農
政
課

℡
71
・
２
４
３
０

申
４
月
26
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
で

他
実
施
場
所
は
指
定
し
ま
す
。
実
施
場
所
へ

の
移
動
や
物
品
の
運
搬
は
各
団
体
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

問
信
州
安
曇
野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員

会
事
務
局
（
観
光
課
）

℡
72
・
２
２
３
９

拾
ケ
堰
景
観
形
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー

拾
ケ
堰
じ
て
ん
し
ゃ
ひ
ろ
ば
の
シ
バ
ザ
ク

ラ
の
植
栽
や
周
辺
の
除
草
を
一
緒
に
行
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

日
４
～
11
月
・
令
和
７
年
３
月
の
第
２
・
４

日
曜
日　
朝
１
時
間
程
度
（
季
節
に
よ
っ

て
開
始
時
間
は
異
な
り
ま
す
）

問
拾
ケ
堰
景
観
形
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局

観
光
課

℡
71
・
２
０
５
３ 

ア
ル
プ
ス
花
街
道
参
加
者

安
曇
野
を
訪
れ
る
皆
さ
ん
を
お
も
て
な
し

す
る
た
め
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
植
栽
や
周

辺
の
草
刈
り
、
清
掃
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
。

期
５
月
～
11
月
ご
ろ

場
安
曇
野
ス
イ
ス
村
ハ
イ
ジ
の
里
周
辺 

ほ

か 

市
内
各
所
沿
道

対
地
域
で
活
動
す
る
個
人
・
団
体
・
事
業
所

申
４
月
10
日
（
水
）
ま
で
に
左
記
２
次
元
コ

ー
ド
か
ら
、
ま
た
は
申
込
書
を
地
域
づ
く

り
課
へ
直
接
・
フ
ァ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
。申
込
書
は
同
課・

市
Ｈホ

ー
ム
ペ
ー
ジＰ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

問
地
域
づ
く
り
課

℡
71
・
２
４
９
４

FAX
72
・
３
１
７
６ 

chiikizukuri@
city.

azum
ino.nagano.jp

烏
川
体
験
農
場
の
会
員

種
ま
き
か
ら
収
穫
ま
で
体
験
す
る
農
場
の

会
員
を
募
集
し
ま
す
。

期
４
月
～
令
和
7
年
２
月

場
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
水
稲
共
同
育
苗
ハ
ウ
ス
東

内
▽
自
家
用
野
菜
の
栽
培
▽
学
校
給
食
へ
の

出
荷
▽
野
菜
の
育
苗 

ほ
か

栽
培
品
目　
レ
タ
ス
・
玉
ね
ぎ
・
サ
ト
イ
モ
・

ジ
ャ
ガ
イ
モ
・
ア
ス
パ
ラ
・
野
沢
菜
・
陸

ワ
サ
ビ
・
ピ
ー
マ
ン
・
キ
ュ
ウ
リ　
ほ
か

費
５
０
０
０
円

定
10
人
（
先
着
順
）

申
３
月
25
日
（
月
）
か
ら
４
月
26
日
（
金
）

に
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
堀
金
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー

へ
電
話
で
（
℡
73
・
２
５
１
９
）

問
農
政
課

℡
71
・
２
４
２
９

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
を
希
望
す
る
時
は

気
軽
に
担
当
者
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
本
語
教
室　

受
講
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

外
国
籍
の
皆
さ
ん
の
日
本
語
学
習
を
手
助

け
す
る
日
本
語
教
室
。
受
講
者
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

対
▽
受
講
者
：
市
内
在
住
の
外
国
籍
の
人

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
：
日
本
語
の
指
導
や
サ

ポ
ー
ト
が
で
き
る
人（
資
格
経
験
等
不
問
）

費
無
料

申
受
講
者
は
不
要
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
は
電
話
で

問
生
涯
学
習
課

℡
71
・
２
４
６
６

南
安
曇
農
業
高
等
学
校　
学
校
開
放
講
座

「
青
空
と
緑
の
中
で
」

生
徒
が
学
習
の
成
果
を
生
か
し
て
講
師
を

務
め
る
体
験
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
開
講
式
：
４
月
27
日
（
土
）
午
後
１
時
～

２
時　
講
座
：
４
月
～
12
月

場
南
安
曇
農
業
高
等
学
校

内
①
食
品
加
工
を
楽
し
も
う
‼

②
花
を
楽
し
も
う

③
果
物
づ
く
り
を
身
近
に
感
じ
よ
う

④
食
を
通
じ
、
畜
産
を
学
ぼ
う
！

⑤
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
の
基
本
と
実
践

⑥
キ
ノ
コ
栽
培
と
野
沢
菜
の
漬
物
作
り

⑦
ヒ
マ
ワ
リ
迷
路
を
作
ろ
う

⑧
ミ
ニ
浜
垣
作
り
（
竹
垣
作
り
）

⑨
土
木
材
料
の
有
効
利
用
と
ピ
ザ
釜
作
成

※
回
数
や
日
程
等
の
詳
細
は
申
込
書
・
同

校
Ｈホ

ー
ム
ペ
ー
ジＰ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

定
定
員
を
超
え
た
場
合
抽
選
。
抽
選
結
果
は

　

４
月
19
日
（
金
）
ま
で
に
連
絡
し
ま
す
。

定
４
月
12
日
（
金
）
ま
で
に
申
込
書
を
同
校

へ
郵
送・フ
ァ
ク
ス・持
参（
平
日
午
前
９
時

～
午
後
５
時
）の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
。申

込
書
は
同
校・Ｈ
Ｐ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

提
〒
３
９
９-

８
２
０
５　
安
曇
野
市
豊
科

４
５
３
７　
南
安
曇
農
業
高
等
学
校
農
業
ク

ラ
ブ
「
学
校
開
放
講
座
」
係　
宛　

℡
72・２
４
４
４　
FAX
71・１
１
５
０

問
生
涯
学
習
課

℡
71
・
２
４
６
６

「
出
逢
い
」
が
大
き
な
テ
ー
マ
の
小

説
『
安
曇
野
』。
中
原
悌
二
郎
は
日
本

近
代
彫
刻
の
先
駆
者
で
あ
る
荻
原
碌
山

（
守
衛
）
と
の
出
逢
い
を
通
じ
て
、
彫

刻
家
に
転
向
し
ま
す
。
中
村
屋
サ
ロ
ン

を
代
表
す
る
芸
術
家
と
し
て
活
躍
。
碌

山
と
同
じ
よ
う
に
、
短
命
な
が
ら
も
優

れ
た
彫
刻
作
品
を
世
に
残
し
ま
し
た
。

釧
路
に
生
ま
れ
た
中
原
は
、
小
さ
い

頃
か
ら
絵
画
が
好
き
で
し
た
。
道
内
の

難
関
学
校
に
進
学
し
ま
す
が
、
画
家
へ

の
気
持
ち
が
強
く
な
り
、17
歳
で
上
京
。

生
涯
の
友
で
あ
る
洋
画
家
の
中
村
彝つ

ね
と

出
逢
い
研
鑽さ

ん
を
深
め
ま
し
た
。

１
９
０
８
年
、
画
家
の
中
村
不
折
を

通
じ
て
初
め
て
碌
山
と
会
い
、
碌
山
も

師
事
し
た
ロ
ダ
ン
の
話
を
聞
い
た
り
作

品
の
写
真
を
見
た
り
し
て
彫
刻
へ
興
味

を
示
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
２
年
後

に
碌
山
が
急
逝
す
る
と
、
本
格
的
に
彫

刻
家
の
道
に
進
み
ま
し
た
。

新
宿
中
村
屋
を
訪
れ
た
ロ
シ
ア
人
青

年
の
ニ
ン
ツ
ァ
を
モ
デ
ル
に
し
た
「
若

き
カ
フ
カ
ス
人
」（
１
９
１
９
年
制
作
）

は
、
傑
作
の
一
つ
で
す
。
作
家
の
芥
川

龍
之
介
は
こ
の
作
品
を
見
て
、「
誰
か

こ
の
若
者
に
恋
す
る
者
は
い
な
い
か
。

こ
の
若
者
は
ま
だ
生
き
て
い
る
ぞ
」と
、

作
品
の
力
強
さ
を
評
価
し
た
こ
と
で
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

第
11
回

小
説
『
安
曇
野
』
の
登
場
人
物
を
知
ろ
う
！

荻
原
碌
山
と
出
逢
い
彫
刻
家
に
転
向

その魅力にひかれて、守衛を訪ねる青

年美術家は少くなかったが、悌二郎と

彝は、彼らの中で最も熱烈な崇拝者

であった。悌二郎なぞは、曾（かつ）て

守衛がそうしたように、筆を捨てて、鑿

（のみ）をとろうとするけはいさえ示し

つつあった。　　
（小説『安曇野』第２部　その一より引用）

第２部冒頭は、荻原碌山が自身のアト

リエで記者から取材を受けている所

に、中原悌二郎と中村彝が顔を出す場

面から始まります。

碌山から影響を受け

た中原による「若き

カフカス人」（写真）

などは、碌山美術館

で見ることができま

す。

邂逅と対話の安曇野紀行

碌山美術館の「若きカフカス人」

中な
か
は
ら原

　
悌て
い
じ
ろ
う

二
郎

講  

座

教室名 日時・場所
豊科教室
Toyoshina
class

日毎週日曜日
　10：00～12：00
場豊科ささえあいセンターにじ

穂高教室
Hotaka
class

日毎週土曜日
　14：00～16：00
場穂高公民館

三郷教室
Misato
class

日毎週土曜日
　19：00～21：00
場三郷交流学習センターゆりのき

明科教室
Akashina
class

日毎週水曜日
　19：00～21：00
場明科公民館


